
　

一
九
二
二
年
一
〇
月
三
一
日
、
ノ
ロ

ド
ム
・
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
王
族
ノ
ロ
ド
ム
・
ス
ラ
マ
リ
ッ
ト
と

シ
ソ
ワ
ッ
ト
・
コ
サ
マ
ッ
ク
妃
の
嫡
男

と
し
て
、
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
生
を
受

け
た
。
一
九
四
一
年
四
月
二
三
日
当
時

の
国
王
シ
ソ
ワ
ッ
ト
・
モ
ニ
ヴ
ォ
ン
が

逝
去
し
、
同
年
一
〇
月
二
八
日
、
一
八

歳
の
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民

地
統
治
下
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
国
王
に
即

位
し
た
。

　

一
九
五
三
年
一
一
月
九
日
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
の
確
か
な
統
率
力
と
巧
み
な
外

交
手
腕
に
よ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
武
力

闘
争
に
大
き
く
傾
く
こ
と
な
く
フ
ラ
ン

ス
か
ら
の
完
全
独
立
を
実
現
し
た
。
そ

し
て
即
位
か
ら
ほ
ぼ
二
年
後
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
は
父
ノ
ロ
ド
ム
・
ス
ラ
マ
リ
ッ

ト
に
王
位
を
譲
り
、
そ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
な
政
治
活
動
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
現
代
的
な
国
家
体
系
の
成

立
を
め
ざ
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
選
挙
制

度
に
よ
る
民
主
主
義
を
導
入
し
た
。
一

九
五
五
年
九
月
、
初
の
議
会
選
挙
で
圧

倒
的
な
勝
利
を
収
め
て
首
相
に
就
任
。

さ
ら
に
一
九
六
〇
年
、
父
で
あ
る
国
王

の
逝
去
の
後
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で

の
大
勝
に
よ
り
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
国
王

で
は
な
く
王
子
と
し
て
の
立
場
の
ま
ま

国
家
元
首
の
座
に
就
い
た
。
自
ら
の
政

権
下
で
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
サ
ン
ク
ム
・

リ
ア
ハ
・
ニ
ヨ
ム
（
人
民
社
会
主
義
共

同
体
）
を
結
成
、
中
立
的
な
外
交
政
策

に
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
東
南
ア
ジ
ア
屈

指
の
平
和
的
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。

　

し
か
し
不
運
な
こ
と
に
、
当
時
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
は
中
立
政
策
を
堅
持
し
つ

つ
同
時
に
東
西
冷
戦
の
余
波
を
免
れ
つ

づ
け
る
だ
け
の
力
は
な
か
っ
た
。
共
産

主
義
国
と
資
本
主
義
国
の
間
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
激
し
い
主
導
権
争
い
は
、
や

が
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
も
巻
き
込
み
、
一

九
六
〇
年
代
終
わ
り
の
イ
ン
ド
シ
ナ
戦

争
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
。
米
国
の
後

ろ
盾
を
得
た
南
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
り
脅
か

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家

主
権
と
国
土
を
守
る
べ
く
、
シ
ハ
ヌ
ー

ク
は
、
中
国
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係

緊
密
化
を
は
か
る
。
し
か
し
一
九
七
〇

年
三
月
一
八
日
、
米
国
の
支
援
を
受
け

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ロ
ン
・
ノ
ル
将
軍
が

率
い
る
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
、
モ
ス
ク

ワ
訪
問
中
の
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
国
家
元
首

の
地
位
を
追
わ
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
、

シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
中
華
人
民
共
和
国
（
Ｐ

Ｒ
Ｃ
）
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
北
朝
鮮
：
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｋ
）
で
長
い
亡
命

生
活
を
送
る
こ
と
と
な
る
。
亡
命
生
活

中
に
も
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
の
活
発
な
政
治

活
動
は
止
む
こ
と
な
く
、
中
国
、
北
朝

鮮
両
国
の
指
導
者
た
ち
と
の
間
に
、
政

治
的
、
個
人
的
に
緊
密
で
確
か
な
関
係

を
築
い
て
い
っ
た
。

　

こ
の
亡
命
生
活
は
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
に

と
っ
て
政
治
と
外
交
術
の
基
本
を
身
に

つ
け
る
恰
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
失
脚

か
ら
一
年
後
の
一
九
七
一
年
八
月
、
北

朝
鮮
を
訪
問
し
た
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
当
時

の
金
日
成
国
家
主
席
か
ら
歓
待
を
受
け

た
。金
日
成
と
シ
ハ
ヌ
ー
ク
の
親
交
は
、

一
九
六
一
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
非
同
盟
諸

国
運
動（
Ｎ
Ａ
Ｍ
）首
脳
会
議
以
来
の
も

の
で
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
、
二
国
間

の
協
調
関
係
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
北
朝
鮮
を
初
訪
問

し
た
。
後
に
、
金
日
成
は
シ
ハ
ヌ
ー
ク

へ
の
友
情
の
証
と
し
て
専
用
の
宮
殿
⑴

と
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
を
用
意
し
、
そ
の
亡

命
生
活
を
支
援
し
て
い
る
。
一
九
七
九

年
か
ら
一
九
九
一
年
の
間
に
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
は
、
ほ
ぼ
毎
年
、
北
朝
鮮
を
訪

れ
滞
在
し
た
⑵

。

　

平
壌
に
本
拠
を
置
く
朝
鮮
通
信
社
で

は
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
と
金
日
成
の
友
好
関

係
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
一

九
六
五
年
四
月
の
外
遊
で
初
め
て
会
っ

て
以
来
、
金
主
席
は
数
十
年
に
わ
た
り

常
に
、紆
余
曲
折
に
満
ち
た
ノ
ロ
ド
ム
・

シ
ハ
ヌ
ー
ク
の
人
生
を
支
え
、
後
援
し

つ
づ
け
て
き
た
。
米
国
に
操
ら
れ
た
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
シ
ハ
ヌ
ー
ク
が

地
位
を
追
わ
れ
た
際
に
も
、
金
主
席
は

彼
を
北
朝
鮮
に
招
き
、
温
か
い
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
、
彼
の
も
と
を
足
繁
く

訪
れ
て
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家
的
危
機

を
乗
り
切
る
方
策
に
つ
い
て
語
り
合
っ

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
に
よ
る
反
米
運

動
が
勝
利
を
収
め
、
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ハ

ヌ
ー
ク
は
母
国
へ
帰
還
し
た
が
、
後
に

再
び
亡
命
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

際
に
も
金
主
席
は
シ
ハ
ヌ
ー
ク
を
擁
護

し
、
一
刻
も
早
く
母
国
で
正
当
な
地
位

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
援
助

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
」⑶
。

　

最
終
的
に
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
当
時
の

中
国
指
導
者
た
ち
と
の
緊
密
な
個
人
的

交
流
を
理
由
に
、
長
期
に
わ
た
る
亡
命

生
活
を
中
国
で
送
る
こ
と
を
選
ん
だ
。

シ
ハ
ヌ
ー
ク
と
当
時
の
中
国
首
相
・
周

特 集

チ
ア
ン
・
バ
ナ
リ
ッ
ト

ノ
ロ
ド
ム・シ
ハ
ヌ
ー
ク
の

ノ
ロ
ド
ム・シ
ハ
ヌ
ー
ク
の

亡
命
生
活

亡
命
生
活

亡命する
政治指導者たち
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恩
来
は
、
一
九
五
五
年
に
開
催
さ
れ
た

非
同
盟
諸
国
に
よ
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
会
議
（
バ
ン
ド
ン
会
議
）
を
き
っ
か

け
に
親
交
を
結
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、

一
九
五
六
年
二
月
に
周
恩
来
の
招
聘
に

よ
り
北
京
を
訪
れ
た
際
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク

は
さ
ら
に
当
時
の
国
家
主
席
・
毛
沢
東

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
中
国
指
導
者

た
ち
の
知ち

遇ぐ
う

を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
訪
中
は
多
い
に
歓
迎
さ
れ
、
滞
在

中
は
最
後
ま
で
周
恩
来
が
自
ら
案
内
役

を
買
っ
て
出
た
。
そ
し
て
同
年
一
一
月

に
は
周
恩
来
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
、

こ
の
期
間
中
に
中
国
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

平
和
的
共
存
の
原
則
に
関
す
る
共
同
声

明
を
採
択
し
た
。

　

以
来
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
中
国
は
、
よ
り

強
固
な
友
好
関
係
を
着
実
に
築
き
あ
げ

て
い
く
。
一
九
五
八
年
七
月
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
中
国
の
間
に
正
式
な
国
交
関
係

が
樹
立
さ
れ
た
ひ
と
月
後
、
シ
ハ
ヌ
ー

ク
は
外
交
代
表
団
を
率
い
て
訪
中
、
周

恩
来
首
相
の
案
内
で
中
国
各
省
に
足
を

運
ん
だ
。
ま
た
こ
の
時
期
に
、
中
国
政

府
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
計
画
に
も
着
手

し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
四
月
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
の
父
で
あ
る
ノ
ロ
ド
ム
・
ス
ラ

マ
リ
ッ
ト
国
王
が
逝
去
。
周
恩
来
首
相

は
中
国
政
府
を
代
表
し
て
プ
ノ
ン
ペ
ン

を
訪
れ
、
国
王
の
葬
儀
に
出
席
し
た
。

同
年
一
二
月
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
国
家
元
首
の
立
場
で
北
京
を
訪

問
、
両
国
の
間
で
友
好
相
互
不
可
侵
条

約
が
締
結
さ
れ
た
。

　

シ
ハ
ヌ
ー
ク
の
相
談
役
兼
個
人
秘
書

を
長
年
に
わ
た
り
務
め
た
フ
リ
オ
・A

・

ヘ
ル
ド
レ
ス
は
、
周
恩
来
と
シ
ハ
ヌ
ー

ク
の
間
の
友
情
を
「
た
ぐ
い
稀
で
」「
特

別
で
」「
驚
異
的
で
」「
感
動
的
」
だ
と

表
現
し
て
い
る
。
周
恩
来
首
相
は
、
非

の
打
ち
所
の
な
い
も
て
な
し
役
と
し
て

シ
ハ
ヌ
ー
ク
を
後
援
し
た
。
一
九
七
〇

年
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ク
ー
デ
タ
の
後
、
周

恩
来
は
王
位
を
追
わ
れ
た
シ
ハ
ヌ
ー
ク

を
迎
え
る
準
備
を
始
め
た
。
中
国
政
府

か
ら
特
権
的
な
客
人
と
し
て
歓
待
さ
れ

た
シ
ハ
ヌ
ー
ク
に
は
専
用
の
住
居
が
用

意
さ
れ
、
会
い
た
い
と
願
う
人
物
に
は

誰
と
で
も
面
会
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ

た
。
周
首
相
は
、
中
国
国
内
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
談
話
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

民
に
伝
わ
る
よ
う
広
く
報
道
す
る
こ
と

を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
特
に
中
米
関

係
の
進
展
な
ど
に
関
し
て
頻
繁
に
シ
ハ

ヌ
ー
ク
に
報
告
し
た
。
し
か
し
友
人
で

あ
る
周
恩
来
に
よ
る
温
か
い
も
て
な
し

に
も
関
わ
ら
ず
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
往
々

に
し
て
、
こ
の
亡
命
生
活
に
打
ち
ひ
し

が
れ
屈
辱
を
感
じ
て
い
た
⑷

。

　

一
九
七
三
年
の
中
頃
か
ら
、
周
恩
来

は
、
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
指
導
者
に

よ
る
独
裁
を
阻
止
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

シ
ハ
ヌ
ー
ク
主
導
の
連
立
政
権
を
誕
生

さ
せ
る
た
め
外
交
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
陣

頭
指
揮
を
執
っ
た
。
し
か
し
一
九
七
五

年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
の
勝
利
で
ク

メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
政
権
が
誕
生
す
る

と
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
に
政
治
的
権
限
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
政
権
の

も
と
で
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
三
年
間
の
自
宅

軟
禁
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
一
九
七
五

年
八
月
、
周
恩
来
は
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー

ジ
ュ
の
指
導
者
た
ち
に
シ
ハ
ヌ
ー
ク
と

の
協
調
を
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
う

警
告
し
て
い
る
。「
我
が
中
国
共
産
党

は
、
我
々
自
身
の
過
ち
に
よ
る
こ
の
悲

惨
な
結
末
の
責
任
を
負
う
。
我
々
は
、

貴
政
権
が
そ
の
大
き
な
躍
進
を
以
て
共

産
主
義
の
最
終
段
階
へ
と
向
か
う
試
み

を
、
敢
え
て
留
ま
る
よ
う
進
言
す
る
。

共
産
主
義
へ
の
道
は
、
細
心
の
警
戒
を

怠
る
こ
と
な
く
、
時
間
を
か
け
、
持
て

る
英
知
を
駆
使
し
つ
つ
進
む
べ
き
も
の

だ
か
ら
だ
」⑸
。

　

シ
ハ
ヌ
ー
ク
と
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー

ジ
ュ
指
導
者
た
ち
と
の
緊
張
関
係
が
続

い
た
時
期
、
周
恩
来
は
シ
ハ
ヌ
ー
ク
を

支
持
し
、
仲
裁
の
介
入
を
試
み
た
。
一

方
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
周
恩
来
に
対
し
て
こ

う
感
じ
て
い
た
。「
周
恩
来
は
真
の
友

だ
。
高
級
官
僚
の
家
に
生
を
受
け
た
周

は
、
友
情
を
尊
ぶ
中
国
古
来
の
伝
統
を

自
ら
実
践
し
て
い
る
」⑹
。

　

中
国
訪
問
と
滞
在
の
期
間
中
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
は
、
毛
沢
東
国
家
主
席
と
幾
度

か
面
会
し
て
い
る
。
周
恩
来
と
の
間
に

築
い
た
関
係
ほ
ど
親
密
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
が
、
毛
主
席
と
の
間
に
も
ま
た

友
情
が
育
ま
れ
た
。
毛
沢
東
生
誕
一
一

〇
周
年
を
祝
う
談
話
の
な
か
で
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
は
こ
う
語
っ
た
。「
世
界
の
歴

史
上
、
最
も
尊
敬
さ
れ
賞
賛
さ
れ
る
偉

人
の
一
人
で
あ
る
毛
沢
東
主
席
の
名

は
、
決
し
て
消
え
る
こ
と
な
く
、
永
遠

に
人
々
の
記
憶
に
残
る
だ
ろ
う
」。
記

念
式
典
の
最
中
に
受
け
た
中
国
国
営
新

華
社
通
信
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
は
、
毛
沢
東
が
中
華
人
民
共
和

国
の
建
国
に
果
た
し
た
貢
献
の
偉
大
さ

に
触
れ
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東

は
「
中
国
数
千
年
の
歴
史
の
な
か
で
最

も
偉
大
な
英
雄
」
で
あ
り
、封
建
主
義
、

植
民
地
主
義
、
帝
国
主
義
か
ら
中
国
人

民
を
解
放
し
「
中
国
を
独
立
と
団
結
と

権
威
の
あ
る
国
家
へ
と
育
て
上
げ
た
」

の
で
あ
る
。

　

シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
国
家
指
導
者
た
ち

の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
様
々
な
世
代
の

人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
愛
さ
れ
て
き
た
。

シ
ハ
ヌ
ー
ク
が
数
々
の
国
際
問
題
に
関

し
て
中
国
の
た
め
に
行
っ
た
支
援
と
、

二
つ
の
国
家
と
そ
の
人
民
の
間
に
築
き

上
げ
た
協
調
関
係
に
つ
い
て
、
中
国
国

内
の
評
論
家
た
ち
は
常
に
高
く
評
価
し

て
き
た
。
一
方
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
自
ら

作
曲
し
た
歌
「
あ
あ
中
国
、
我
が
第
二

の
故
郷
」
を
通
し
て
、
中
国
と
両
国
の

間
に
育
ま
れ
た
友
情
に
感
謝
の
意
を
表

し
て
い
る
。

　

長
き
に
わ
た
る
亡
命
生
活
に
も
関
わ

ら
ず
、シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、そ
の
精
力
的
で

衰
え
を
知
ら
な
い
政
治
活
動
に
よ
り
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
自
由
と
自
主
独
立
を
絶

え
ず
国
際
社
会
に
訴
え
つ
づ
け
た
。
一

九
七
九
年
一
月
の
ベ
ト
ナ
ム
軍
侵
攻
に

よ
る
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
大
量
虐
殺

政
権
の
終
焉
を
喜
ぶ
一
方
で
、
ベ
ト
ナ

ム
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
占
領
に
抵
抗
し

て
党
派
を
超
え
た
政
治
的
、
外
交
的
運

ノロドム・シハヌークの 亡命生活  
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動
を
展
開
し
た
。
一
九
八
二
年
、
亡
命

中
の
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
自
身
が
率
い
る

フ
ン
シ
ン
ペ
ッ
ク
党
、
民
主
カ
ン
プ
チ

ア
党
、
ク
メ
ー
ル
人
民
民
族
解
放
戦
線

の
三
派
連
合
か
ら
成
る
民
主
カ
ン
プ
チ

ア
連
合
政
府
の
大
統
領
に
就
任
し
た
。

亡
命
連
合
政
府
の
調
印
式
は
、
一
九
八

二
年
六
月
二
二
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
一
九
九
一

年
の
パ
リ
和
平
協
定
を
通
じ
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
が
平
和
を
取
り
戻
す
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。

こ
の
和
平
協
定
は
、
一
連
の
非
公
式
会

談
、
特
に
一
九
八
八
年
か
ら
翌
八
九
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
非
公

式
協
議
を
経
て
実
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
協
議
の
結
果
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

四
派
と
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機

構（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）の
平
和
的
合
意
へ
の

道
が
拓
か
れ
、
最
終
的
に
は
一
九
九
三

年
に
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
指
揮
下
で
実
施
さ

れ
た
総
選
挙
の
実
現
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　

総
選
挙
後
の
一
九
九
三
年
九
月
二
四

日
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王

と
し
て
の
地
位
に
返
り
咲
く
。
し
か
し

自
身
の
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
二
〇
〇

四
年
一
〇
月
七
日
に
は
再
び
退
位
し
、

王
位
を
息
子
の
ソ
ム
ダ
ッ
チ
ュ
・
プ
リ

ヤ
バ
ロ
ム
ニ
ア
ッ
ト
・
ノ
ロ
ド
ム
・
シ

ハ
モ
ニ
に
譲
り
、
国
王
と
同
等
の
免
責

特
権
を
有
す
る
王お
う

父ふ

の
称
号
を
与
え
ら

れ
た
。
退
位
後
の
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
健
康

診
断
と
持
病
の
治
療
の
た
め
北
京
を
た

び
た
び
訪
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年

一
〇
月
一
五
日
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
滞

在
中
の
北
京
で
九
〇
年
の
人
生
の
幕
を

閉
じ
永
眠
し
た
。
シ
ハ
ヌ
ー
ク
が
遺
し

た
功
績
は
数
多
あ
る
が
、
何
よ
り
も
、

そ
の
存
在
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
独
立
と
統

一
、
団
結
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
尊
敬

す
べ
き
指
導
者
で
あ
り
国
民
的
英
雄
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
人
民
の
た
め
の

「
穏
や
か
な
木
陰
」
の
よ
う
な
存
在
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

中
国
で
の
最
後
の
滞
在
中
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
夫
妻
は
、
中
国
当
局
に
よ
り

様
々
な
国
家
行
事
に
招
待
さ
れ
た
。
一

九
九
九
年
四
月
三
〇
日
の
昆
明
世
界
園

芸
博
覧
会
開
会
式
、
二
〇
〇
八
年
の
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九

年
一
〇
月
一
日
に
は
中
国
建
国
六
〇
周

年
記
念
祝
賀
祭
で
も
、
夫
妻
は
様
々
な

行
事
に
出
席
し
た
。
シ
ハ
ヌ
ー
ク
が
中

国
政
府
の
首
脳
陣
と
と
も
に
天
安
門
城

楼
に
上
っ
た
回
数
は
こ
れ
ま
で
に
六
回

を
数
え
る
が
、
こ
れ
は
外
国
国
家
元
首

の
な
か
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
国
民
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
家

の
こ
と
よ
り
も
シ
ハ
ヌ
ー
ク
に
つ
い
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
国
家
の
大
切
な

旧
友
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
シ
ハ
ヌ
ー
ク

は
、
中
国
各
地
の
自
然
災
害
被
災
地
を

何
度
も
訪
れ
て
は
私
財
を
寄
贈
し
た
。

滞
在
中
、
中
国
政
府
の
幹
部
た
ち
と
頻

繁
に
会
合
を
持
つ
一
方
で
、
シ
ハ
ヌ
ー

ク
は
故
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
民
と
も
精

神
的
な
つ
な
が
り
を
持
ち
つ
づ
け
た
。

さ
ら
に
晩
年
に
は
自
身
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w
w
.norodom

sihanouk.
info/

）
を
通
し
て
数
々
の
談
話
を
発
信

し
た
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
シ
ハ

ヌ
ー
ク
と
中
国
指
導
者
た
ち
と
の
間
に

育
ま
れ
た
友
情
は
、
そ
の
後
も
絶
え
る

こ
と
な
く
、
現
在
の
第
五
世
代
中
国
指

導
者
に
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
、
中
国
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
人
民
を
結
ぶ
架
け
橋
と

な
っ
て
き
た
。そ
の
亡
命
生
活
に
よ
り
、

シ
ハ
ヌ
ー
ク
は
両
国
の
間
に
確
か
な
信

頼
と
友
情
を
築
き
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ハ
ヌ
ー
ク
の
例
が
示
す
と
お
り
、

ア
ジ
ア
外
交
の
鍵
を
握
る
の
は
、
人
間

関
係
と
人
脈
で
あ
る
。
シ
ハ
ヌ
ー
ク
と

周
恩
来
の
間
の
友
情
は
比
類
な
き
も
の

で
あ
り
、
永
遠
の
友
や
敵
な
ど
存
在
せ

ず
、あ
る
の
は
永
遠
の
利
害
関
係
の
み
、

と
い
う
世
間
一
般
の
普
遍
的
な
考
え
方

と
は
相
反
す
る
。
真
の
友
情
は
確
か
に

存
在
し
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も

重
要
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
中
国
が

育
ん
だ
友
情
と
二
国
間
の
関
係
は
、
そ

の
好
例
だ
。
両
国
の
友
好
関
係
は
、
ま

さ
に
シ
ハ
ヌ
ー
ク
と
周
恩
来
が
築
い
た

友
情
の
産
物
な
の
で
あ
る
。
亡
命
生
活

と
は
、
政
治
的
な
実
験
で
あ
り
苦
難
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
真
の
友
の
存
在
に

気
づ
か
せ
て
く
れ
る
絶
好
の
機
会
で
も

あ
る
。

（C
h
h
ean
g V
an
n
arith

／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

海
外
客
員
研
究
員
）

⑴ 

一
九
七
四
年
、
金
日
成
は
、
亡
命
中
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
指
導
者
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ハ

ヌ
ー
ク
の
た
め
に
邸
宅
を
建
設
し
た
。

朝
鮮
様
式
の
屋
根
を
頂
く
四
〇
部
屋
の

豪
華
な
邸
は
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
輝
く

高
い
天
井
が
目
を
引
く
。
邸
の
中
心
に

あ
る
宴
会
場
は
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
が
折
に

ふ
れ
他
国
の
外
交
官
た
ち
を
も
て
な
す

社
交
場
と
な
っ
た
。
内
装
は
金
日
成
自

身
の
住
宅
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
さ
れ

る
。
緑
豊
か
な
丘
に
囲
ま
れ
た
人
口
湖

「
長
寿
の
湖（C

h
an
gsu
w
o
n

）」
を
見

渡
す
敷
地
内
に
は
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
専
用

の
仏
教
寺
院
と
体
育
館
も
用
意
さ
れ
た

（h
ttp://w

w
w
.h
id
d
en
h
istory.in

fo/
excC

hangsuw
on.htm

）。

⑵ 『
シ
ハ
ヌ
ー
ク
の
思
い
出
：
金
日
成
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
冷
戦
協
力
者
』（
ト
ム
・

フ
ァ
レ
ル
）N

.K
.N
ew
s　

二
〇
一
二

年
一
〇
月
二
〇
日　

http://w
w
w
.

nknew
s.org/2

0
1
2
/1
0
/rem

em
ber-

in
g-sih

an
ou
k-kim

-il-su
n
gs-cam

-
bodian-cold-w

ar-collaborator/

。

⑶ 「
金
日
成
と
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ハ
ヌ
ー
ク

の
兄
弟
愛
」（
朝
鮮
通
信
社
）
二
〇
一

二
年
一
〇
月
二
三
日h

ttp
://w
w
w
.

kcn
a.co

.jp
/item

/2
0
1
2
/2
0
1
2
1
0
/

n
ew
s2
3
/2
0
1
2
1
0
2
3
-2
1
ee.h

tm
l

。

⑷ 「
私
が
見
た
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ハ
ヌ
ー
ク

と
周
恩
来
：
冷
戦
の
片
隅
で
育
ま
れ
た

驚
く
べ
き
友
情
」（
フ
リ
オ
・
Ａ
・
ヘ
ル

ド
レ
ス
二
〇
一
二
年
）C

ro
ss-C

u
r-

ren
ts: E

ast A
sian

 H
isto
ry an

d
 

C
u
ltu
re R

eview

　

第
四
号
（
二
〇

一
二
年
九
月
号
）
五
二
―
六
四
ペ
ー
ジ
。

⑸ 

ヘ
ル
ド
レ
ス
の
寄
稿
（
二
〇
一
二
年
）

六
一
―
六
二
ペ
ー
ジ
。

⑹ 

ヘ
ル
ド
レ
ス
の
寄
稿
（
二
〇
一
二
年
）

六
二
―
六
三
ペ
ー
ジ
。
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